
学校番号 T3005

教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等

令和３年度　工業科

観
点
の
趣
旨

実習内容を把握
実習の手順が違え
ば間違い・事故につ
ながることを理解す
る

作業の迅速さと正確
さ
工具の取り扱い

ＣＡＤの手順
エンジンの分解・組
立の手順の把握

測定の方法の違い
製図通則の把握と
手書きとＣＡＤ

評
価
方
法

積極的な授業参加
出席状況
作業の理解度

課題の完成度
手順通りの作業がさ
れている

積極的な授業参加
出席状況

積極的な授業参加
出席状況

正確な測定方法を身につける
綺麗に早く見やすく描ける力を身につける
エンジン各部の名称・役割を覚える

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）

安全第一での作業に徹する
作業手順等の説明を聞き漏らさない
工具の名称・役割を把握する

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

機械実習（③）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
観
点



a b c d

ａ：動力の発生と伝達
ｃ：組立の順と正確さ
ｄ：完成した立体を想像しなが
ら部品を組立てる工程を把握

4

測
定
の
基
礎

評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

各測定器の構造と
最小目盛り
測定方法と使用方
法読み方

〇 〇

10

9

7

6

5

1

12

11

分解・組立作業の
順
各部の名称と役割
工具の名称

〇 〇

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

〇

ａ：測定器によって最小目盛の
違いに興味・関心をを持たせ
る
ｂ：正確に測定する場所を見つ
ける
ｄ：正確な使用方法と読み

出席状況
積極的な授業参加
安全作業に徹している
基本的な機械操作作業
課題の完成度

Ｃ
Ａ
Ｄ

２次元ＣＡＤ
３次元ＣＡＤ

〇 〇

ａ：パソコンで綺麗な図面を仕
上げることが出来ることに関心
をもつ
ｃ：ＣＡＤの操作技術の向上

分
解
・
組
立

3

2 〇


